
 

 

 

スマートウォッチ向けのキートップが透明な日本語かな入力インタフェース 

鳥山 らいか* 宮下 芳明* 

概要． スマートウォッチで文字入力を行う際，ソフトウェアキーボードを用いることが多い．しか

し，特に日本語の場合，現状のソフトウェアキーボードではキーやテキストエリアを一つの平面上に

配置するため，各領域が狭くなってしまう．本稿では，テンキー配列に基づく，スマートウォッチ向

けのキートップが透明な日本語かな文字入力インタフェースを提案する．キートップが完全に透明な

ため，入力中にもキーボードの背景を明瞭に視認することができる．テキストエリアをキーボードの

背景に割り当てることで，キーとテキストエリアの拡大を同時に実現した． 

 

1 はじめに 

今日，タッチパネルを有するスマートウォッチが

多く普及している．スマートウォッチにおける文字

入力は音声入力が主流だが，騒音下での認識率の低

下やプライバシーなどの問題点がある．これを解決

するものとしてソフトウェアキーボードを用いる手

法がある．しかし，ソフトウェアキーボードは，画

面内にテキストエリアや多くのキーを配置するため，

それらのサイズが小さくなっている（図 1a）．した

がって，タッチミスが多く発生する上に，入力した

文字を確認するためにテキストエリアでのスクロー

ルを繰り返すことになる． 

日本語を入力する場合，一般的にテンキー配列の

フリックキーボードが用いられる．フリックキーボ

ードでは，タップ位置で子音，フリック方向で母音

を指定して文字入力を行う．フリック操作により，

キー押下を繰り返すトグル入力よりも軽負担で素早

い操作を行うことができる．また，英語を対象とし

たキーボードでもローマ字で入力することが可能で

あるが，フリックキーボードに比べて操作が増えて

しまう． 

本稿では，スマートウォッチ向けのキートップが

透明な日本語かな文字入力インタフェースを提案す

る（図 1b）．日本語の入力手法の主流となっている

フリックキーボードに着目し，テンキー部分のキー

トップを透明にする．キーボードの背景が視認でき

るようになるため，フリックキーボードとテキスト

エリアの 2層のレイヤ構造を実現し，キーとテキス

トエリアを同時に拡げることができる． 

 

2 提案手法 

本稿では，テンキー配列のフリックキーボードに

基づく，キートップが透明な日本語かな入力インタ

フェースを提案する．図 1b のようにプロトタイプ

を作成した．画面中央のテンキー部分のキートップ

を透明にすることで，入力中にもキーボードの背景

を視認することができる．キートップを完全に透明

にすることによって，半透明なキーボードと比較し

て，より明瞭に背景を視認することができる．背景

にテキストエリアを表示することで，そのサイズを

拡げることができ，より多くの文字を確認できる．

同時に，図 1a の既存のフリックキーボードで画面

上部にあったテキストエリアがキーボードの背景に

移動することにより，キーを拡げることができる．

これにより，テキストエリアをスクロールする回数

を減らすことや，テンキーでのタッチミスの軽減が

期待できる． 

2.1 文字入力 

ユーザはキートップが透明なキーボード上でフリ

ック入力を行う．各キーを押下したとき，入力され

る文字のガイドをポップアップ表示する．ユーザが

テンキー配列を知らない，あるいは忘れてしまった

時のために，左下の「表示」ボタンで半透明なキー

トップを一時的に表示することができる．また，左

上の「Close」ボタンを押すことでキーボードを閉じ，
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図 1．a) 既存のフリックキーボード[1]，b) 提案手法,   
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背景へのアクセスが可能になる． 

2.2 段階的な透明化 

 提案手法では，テンキー部分のキートップが透明

であるため，テンキー配列に慣れていないユーザが

すぐに使いこなすことは難しいと予想される．その

ため，テンキー配列の学習を支援する方法として，

各キーを段階的に透明化させている．はじめにキー

を半透明で表示しておき，キーごとの入力ミスの回

数や頻度に応じて，完全な透明に近づけていく． 

 

3 関連研究 

提案手法は UI の一部が透明なインタフェースを

用いて，スマートウォッチのような小さな画面上に

おける素早く正確な文字入力を目指すものである．

本章では，日本語を対象とした小型画面での文字入

力方式や，透明なUIを提案した先行研究を示す． 

3.1 小型画面での文字入力方式 

テンキー配列を採用した手法がいくつか提案され

ている．Wear OS by Google1を搭載する端末では，

テンキー配列のフリックキーボードである Google

日本語入力[1]を使用できる（図 1a）．10 個の子音

キー上でタップ，もしくは上下左右の 4方向にフリ

ックを行うことで文字を入力できる．井川ら[2]は，

テンキー配列を利用し，フリックする方向によって

子音と母音を段階的に押し分ける手法を提案した． 

テンキー配列以外の配列を採用した手法も提案さ

れている．秋田ら[3]はスライドイン（画面外から画

面内に指を滑らせる動作）を使用し，段階的に子音

や母音を入力する手法を提案した．BubbleSlide[4]

は子音キーから画面中央方向にスワイプし，その長

さによって母音を押し分ける．HARIキーボード[5]

は子音キーを押して指を画面中央部までスライドし，

母音キー上で離すことで入力を行う．これらはいず

れも画面周囲にキーを配置しているが，その位置や

大きさには差がある．ShuttleBoard[6]は 10個の子

音キーと 5個の母音キーで構成され，子音から母音

へキーをなぞって入力する．指を離すことなく繰り

返すことで連続して文字を入力できる． 

3.2 透明な UI 

クラゲ日本語入力[7]では，テンキー配列のフリッ

クキーボードを半透明にすることで背景を視認可能

にした．Zhuら[8]はスマートフォンにおいて，空間

モデルを利用した透明なQWERTYキーボードを提

案した．ユーザがキーボードの配列を覚えていれば

入力は可能であり，少ない練習で通常の QWERTY

キーボードに近い入力速度が出せることを示した． 

4 今後の展望 

現状，背景のテキストエリアを操作するには，キ

ーボードを非表示にする必要がある．しかし，キー

ボードを表示したまま操作できれば，より速いタイ

ピングが可能となると考えられる．その方法として，

以下の 4つを検討している． 

① ダイアル（竜頭）を用いる方法 

② Apple Watch2に搭載されているような圧力検

知可能なタッチパネルを用いる方法 

③ テンキー部分の外からスライドインする方法 

④ 2本の指でマルチタッチジェスチャを行う方法 

①と②はタッチ操作への影響が比較的少ないとい

う利点がある．一方，③と④はすべての操作がタッ

チパネルで完結するという利点がある．  
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